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2026年度 応募説明会 @ 東京

主催： 運営：

4月22日 水 時間：13:30-16:00
会場：渋谷QWS
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質問をご記載下さい。

質問受付

本日の説明会では、質問はSlidoで受付します。
QRコードから登録不要で質問可能ですので、ぜひご活用下さい。
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以降は、右上のQRコードから
質問を常時受付致します。



4Strictly ConfidentialStrictly Confidential 4

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ

アジェンダ
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13:30- 開式
13:31- 開式のご挨拶
13:35- 「Digi-PoC TOYAMA」概要説明
13:40- 各担当者によるテーマピッチ
14:16- Q&A
14:30- 中締め
15:00- 県・市職員とのミートアップ
16:00 終了

本日のアジェンダ
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アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ
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ご挨拶

地方創生局局長 塗師木太一
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アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ
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981,725人(2026年3月1日現在)

富山県の概況

富山県は10市4町1村で構成される県です。
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富山県の概況

三大都市圏からのアクセスも抜群で、東西双方に行き来しやすい立地条件です。
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2.人材の出入り
活性化

1.ウェルビーイングの向上

3.経済成長

①ウェルビーイング戦略
②まちづくり戦略
③ブランディング戦略
④新産業戦略
⑤スタートアップ支援戦略
⑥県庁オープン化戦略

成長の6本の柱

「人づくり」と「新しい社会経済システム」の構築

実の場

富山県の概況

本県では、人口減少・少子高齢化が進む中、新しい富山県のさらなる発展に向け、令和４年２月に「富山県成長戦略」を策定しました。
さらに、昨年12月に「富山県総合計画－幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～を目指して」を策定し、県民一人ひとり
のウェルビーイングの向上に取り組んでいます。
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昨年度の状況

今年が5年目の本施策。
富山県が抱える地域課題をデジタルソリューションで解決する事例を創出し、ビジネスモデルの構築につなげることで、
本県における産業・地域社会のDXを推進するために、アップデートした内容をお伝えします。

主催： 運営：



13Strictly Confidential

応募の方向性

今回の募集では、
設定された課題解決に資するソリューションを持つ企業を公募します。

デジタル
ソリューション

地域課題

マッチング

富山県をフィールドに実証実験
成果の県内への定着・横展開

県内外の企業
スタートアップ企業

県内自治体

県産魚の魅力向上
多文化共生社会
まちづくり･･･
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実証実験にかかる費用を業務委託として経費を上限500万円まで10/10交付！

実証実験にかかる費用を業務委託とし
て経費を上限まで10/10交付！

新たなビジネスモデル検討の原資に。

県内企業等との連携をサポート！
地方進出、拠点づくりの足掛かりに。

実施された実証実験はサイトでの
発信をはじめ、富山県がPR！

ビジネスモデルを
具現化

富山との
関係性構築

自社ビジネスの
認知拡大

応募のメリット

富山県というフィールドを存分に活用して実証実験とその先の実証費用を支援するために
最大500万円の実証費用を支援するための仕組みを構築しております。
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応募のメリット

昨年度までの実証内容や成果が気になる方は
特設サイトに全て公開しておりますのでぜひご一読下さい。
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テーマ一覧

富山県および市町村の抱える課題を厳選して設定しております。
一緒に解決に向かって取り組んで参りましょう。

テーマ名 解決したい課題

1

2

3

4

5

6

デジタル技術を活用した地域資源（スキル・ニーズ）の可視化と
多様な主体による共助型まちづくりエコシステムの構築
【地方創生局ワンチームとやま推進室】

・まちづくりや地域活動に関心を持つ潜在層のスキルと
各地域のニーズ（お困りごと）の可視化
・まちづくりや地域活動への参加ハードル低減
・地域活動の好事例の横展開

デジタル技術の活用による多文化共生社会の推進
【富山県警察_運転免許センター】

・言語の壁を解消する多言語対応ソリューション
・外国人住民等に対する行政サービスの質と利便性の向上

平時の見守りから災害時の避難支援までつながる情報共有
【高岡市社会保険部】

・富山県の市町村の避難計画作成
・計画を継続的に更新し、多主体で安全に共有
・多主体での活用のための、スモールスタートの運営

多様な人材の活躍推進（県内企業における障害者の活躍推進）
【商工労働部_多様な人材活躍推進室】

・障害者の職業準備及びデジタルスキル等の向上
・県内企業における受け入れ体制の整備
・マッチング、職場定着支援を一体的に推進する仕組み

県産材利用促進に向けた需給調整業務の効率化
【農林水産部_森林政策課】

・県産材の供給・加工・利用の可視化
・県産材の手配・納品に関する調整業務の負担軽減

富山県産魚の品質可視化およびサプライチェーンの
情報連携を通じた付加価値向上
【農林水産部_水産漁港課】

・県産品の付加価値向上と適正な価格形成に向けた仕組みづくり
・IoTセンサー（温度ロガー等）やAI画像認識などのデジタル技術の活用
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事業運営委託
富山県

デジタルソリューション推進委員会

地域課題
採択

成果報告

ソリューション事業者

伴走支援

委託契約

推進体制

運営受託事業者である Relic がソリューション事業者を伴走支援する体制を構築しております。
伴走支援では関係者とのマッチングや実証実験の調整支援および、事業開発に対するメンタリングを想定して
おります。
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支援体制

Relicは5,000社の支援、40社の投資、27社の創業実績がある会社です。

事業ハンズオン実績 VCとしての投資活動 HDとしての事業創出活動

VC／CVC／アクセラレーター
Relicが投資や
協業を通じて当事者となり
事業を共創する
オープンイノベーション。

ITスタートアップ／SaaS
新規事業が生まれる仕組みや技術を
実装する新規事業支援に特化した
SaaS型プラットフォーム。

プロフェッショナルサービス
新規事業の課題に一気通貫で伴走し、
解決/支援するトータルソリューション。

事業
プロデュース

インキュベーション
テック

オープン
イノベーション

5,000社以上の支援 40社への出資 HD傘下に27社の創業・経営
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応募フォーム 実証実験イメージ図 実証に関わる3ヵ年の事業計画

xxxx

xx
xx

イメージ

ポイント
17項目+右記2項目の資料にて評価

テキストで言語化されていることに期待

フリーフォーマットで記載可能

検証ポイントの明確化に期待

フリーフォーマットで記載可能
ランニングコストを記載すること

社会実装を想像できるような計画に期待

地元企業

応募フロー

3つの構成要素から応募資料を作成ください。
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応募フロー

締切までは約1ヶ月です。ぜひ、奮ってご応募ください。
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応募

ぜひ、奮ってご応募ください。
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アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ



地域の「できる」と「困った」をつなぐ
共助型まちづくりエコシステムの構築

富山県地方創生局
ワンチームとやま推進室地域振興課

～地域資源の可視化×マッチング×ナレッジ共有で担い手不足を乗り越える～



現状認識

人口減少による地域の担い手不足は深刻。

だが、参加意欲は存在している!

2

一定数意欲ある層は

既に地域にいるが・・・

地域行事・イベント等、地域の活性化につなが
る活動に積極的に関わりたいと思う人の割合

＜現状＞ ＜５年後の目標＞
３１．９％ → ５０％

＜富山県総合計画の抜粋＞

参加意欲を行動に変える

導線の不足？



課題整理

見えていない状態

できる 困った


地域A

知見が閉じる


地域B

またゼロから
入口不明 重そう 時間がない

リソースとニーズ
の不可視化

「誰が何をできるか」「どこで何に困っ

ているか」が見えず、助け合いの接点が

生まれにくい。

課題①

ノウハウの孤立と
非効率

成功事例が地域内で閉じ、他地域で再

現されない。結果として、同じ試行錯

誤が何度も繰り返される。

課題②

参加ハードルの
高さ

若手や現役世代にとって入口が見え

ず、「負担が重そう」「時間がな

い」などが参加障壁になっている。

課題③

見えていない状態

できる 困った



デジポックで解決したいこと

4

① アセットの可視化と
マッチング

可視化 → 接続

② タスクの小口化で
参加促進

重い活動 → 軽い参加

③ ナレッジ・ハブで
横展開

蓄積 → 再利用

３機能が一体のプラットフォームを構築

循環する仕組み（エコシステム）の実現

可視化 小さな参加 知見共有 共助が循環

プレイヤーのスキル、資源、課題を一元化。
地域や組織を越えて検索・接続し、「でき
る」と「困った」を出会わせる。

活動を「クエスト化」し、チラシデザイ
ン、受付、SNS発信補助などへ分解。小
さく参加できる設計で潜在層を動かす。

活動プロセスや成功事例を蓄積・公開。

他プレイヤーが参照し、模倣し、連携で

きることで、再現性ある共助を育てる。



これまでの取組み
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⚫地域課題解決に挑戦するまちづくりプロジェクトを応援する

「まちづくりコンテスト」を開催

R7：応募３２プロジェクト⇒４プロジェクトを採択・伴走支援

R6：応募２４プロジェクト⇒３プロジェクトを採択・伴走支援
R7公開プレゼンテーションの様子

⚫地域課題解決や地域活性化を目的とした

「コミュニティビジネス研修」を実施

R7コミュニティビジネス研修の様子

R7：２５名申込 R6：３３名申込



ステークホルダー（想定）
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❶ コアプレイヤー⚫過去のまちづくりコンテスト

やコミュニティビジネス研修

の参加者

❷ 団体・組織など

⚫まちづくり協議会や自治振興会

⚫地域おこし協力隊

⚫地元企業のCSR部門

⚫地域課題解決に取り組む

大学研究室 ＜役割＞
アセットの可視化やナレッジの共有を積
極的に行い、エコシステムの「実践者」

＜役割＞
実証フィールド、資金・専門知の供給な
どの「提供者」

多様なステークホルダーを巻き込みながら、
エコシステムのエンジンに！

⚫若手起業家

など



波及効果と目指す未来

7

地域行事・イベント等、地域の活性化につながる活動に積極的に

関わりたいと思う人の割合を50％に！

プレイヤー同士の共助で「まちづくり」を加速化

まちづくり活動の総量が増加↑、質も向上↑

プレイヤーが周りの人々を自然に巻き込むことで、
「まちづくり」がより身近に！

５年後



事業者の皆様に期待すること

8



9

ご清聴、ありがとうございました！

皆様からの
魅力的なご提案をお待ちしております！



デジタル技術 の活用による

多文化共生社会の推進

富山県警察 運転免許センター



現 状

・通訳人

・既製品（ポケトーク等）

・来庁者のスマートフォン

・ジェスチャー

会話方法

・１日２０人程度

・大半が英語圏以外の国

外国人来庁者数

ベトナム、中国、パキスタン、

ミャンマー、など３６カ国



「言語の壁」による課題

日本語能力がＮ４レベル（日本語能力試験）

Ｎ４「ゆっくりした会話や、簡単な文章なら理解できる」

「特定技能１号」 「技能実習生」

・通訳人の手配

・説明が理解できない

受験者の不利益

・時間や労力の浪費

・意思疎通ができないストレス

対応する職員の負担

× 「 次の交差点を左に曲がります 」

〇 「 ソコ ヒダリ マガル 」



厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和７年６月時点） 令和８年１月30日



外国人労働者の増加（全国）

在留資格 特定技能１号

日本語能力 Ｎ４

受け入れ上限 ８０万人

外国人労働者数

全  体  ２５７万人

特定技能 ２８万人

技能実習 ４９万人

前年比の増加数

全  体  ２７万人 (11.7%)

特定技能 ８万人 (38.3%)

技能実習 ３万人 ( 6.1%)

・特定技能１号

・2.4万人の受入上限

自動車運送業の追加

技能実習

Ｎ４

なし

育成就労

Ｎ５

４２万人



外国人労働者の増加（富山県）

富山県労働局「外国人雇用状況の届出」の集計結果の公表（令和８年１月30日）

前年比の増加数

全  体  1,530人 (10.2%)

特定技能 184人 ( 2.0%)

技能実習 667人 (47.0%)

外国人労働者数

全  体  16,460人

特定技能  2,085人

技能実習  6,888人



外国免許切替

書類の審査

技能の確認

知識の確認



書類の審査

・提出資料の確認

・外国免許証について聞き取り

業務内容

・メモや書類確認の作業性悪化

問題点







知識の確認

・全５０問の知識確認（マーク式）

・記載方法の注意点を説明

・訂正指示、質問対応

業務内容

・言語に応じて個々に説明

・確認（試験）時間の長大化

問題点







技能の確認

・実車試験

・試験の注意点を説明

・ワンポイントアドバイス

業務内容

・車内では既存翻訳機の使用困難

・試験官の指示が伝わらない

問題点







募集するプロジェクト

現場に特化した多言語対応

・ハンズフリー（例）

・現場に適した操作性

提供できる環境

・運転免許センター

・多種多様な外国人の協力

実証実験 「ＩＳＭＡＰ」不要

本番環境 「ＩＳＭＡＰ」の利用または登録

クラウドサービスを利用する場合



富山県が目指すビジョン
・労働力不足の解消

・モデルケースとしての富山県
・秩序ある多文化共生

公平・公正な行政サービス

行政窓口・防災・救急・消防

積極的な警察活動

免許業務・落とし物・警察業務



一緒に

実証実験しましょう



平時の見守りから災害時の
避難支援までつながる情報共有

高岡市
福祉保健部 社会福祉課

渡邉 裕貴



災害対策基本法改正について

令和３年 災害対策基本法改正

避難行動要支援者の

個別避難計画について、

市町村に作成を努力義務化



避難行動要支援者について

・自宅に住んでいる

・災害時に自力避難が困難

◇対象者

要介護３以上の認定 （要介護認定者）

身体障害者手帳１・２級 （身体障がい者）

療育手帳Ａ （知的障がい者）

精神障害者保健福祉手帳１級 （精神障がい者）

一人暮らし高齢者

介助が必要な難病

避難行動要支援者名簿に登録



避難行動要支援者名簿について

市町村が作成しておかなければならない（義務規定）※災害対策基本法第49条の10

◇記載内容

氏名／生年月日／性別／住所又は居所／
電話番号その他の連絡先／避難支援等を必要とする事由／
避難支援等の実施に関し市町村長が必要と認める事項

避難支援関係者等※への名簿情報の提供

※消防、警察、民生委員、社会福祉協議会、自主防災組織など

○適切な避難支援等が実施されるよう、避難行動要支援者に係る名簿情報を
避難支援等関係者などに提供

○平時は、条例に特別の定めがある場合又は避難行動要支援者本人の同意がある場合に
提供し、災害時は本人の同意を要しない



個別避難計画について

災害時に「いつ」「誰と」「どこへ」「どうやって」避難するか

個別避難計画
 ※対象者の状況に応じて必要な項目を追加可能

避難行動要支援者名簿 ＋ 「支援者」「避難先」

・本人や家族、支援者等と確認しながら作成することで、

・災害時に慌てず避難行動が可能

・避難先の担当者や支援者が情報を把握しやくすくなる



個別避難計画の作成状況

※ R7.4.1 時点

作成が進んでいない
※作成率は富山県平均で約２割、

 全国でも約半数の自治体が２割以下

避難行動要支援者数 個別避難計画作成済 作成率

11,249人 2,275人 20.2％



現状の課題

・限られた職員のみ使用可能なシステム

・避難支援関係者とは紙ベースによる運用
（名簿・・・作成・配布（年１回））

○情報更新の遅延
○作業時間・人員の増大
○情報活用が困難



期待するソリューション

個別避難計画（避難行動要支援者名簿）を

セキュリティを確保しつつ

○支援者が対象者の情報を

 スマホやパソコンで閲覧できる

○支援者の種別

（行政職員・家族・民生委員・自治会・福祉専門職等）および

 支援対象者ごとに、

 閲覧・編集・承認等できる項目を制限できる

○災害時のみならず平時の見守り等の活用ができる

○職員側での新規入力や更新が負担なく行える



期待するソリューション

個別避難計画を「作って終わり」にせず、
平時の見守りから災害時の避難支援までつながる
実効性ある運用に転換するための
実証実験プロジェクト

例：個別避難計画（避難行動要支援者名簿）の
作成・更新・管理を効率化、
多主体で安全に情報共有できる仕組み、
平時の見守りと災害時の避難支援の双方で
活用可能なプロジェクト



魅力的なソリューションのご応募を
お待ちしております！



多様な人材の活躍推進
（県内企業における障害者の活躍推進）

多様な人材活躍推進室・人材確保推進課
岡崎 諒太



富山県における人材不足の現状・対策等（１）

➢県内では、エッセンシャルワーク分野をはじめ、人材不足が深刻化

➢県独自のシミュレーションでは、2040年で約10万人の不足



富山県における人材不足の現状・対策等（２）

➢令和７年４月 県人材確保・活躍推進本部を立ち上げ

➢令和８年２月 総合的施策「富山県人材確保・活躍パッケージ」を公表
（総事業数：２７７本、予算規模：約１６７億円）



富山県における人材不足の現状・対策等（３）

⇒ 障害者など、多様な人材が働きがいをもって、活躍いただける
環境作りが必要



富山県内における障害者雇用等の現状（１）

富山県内の雇用障害者数は 約５,０００人
※令和７年６月１日時点

出典：富山労働局 公表資料（令和７年12月19日）

2,793.0

4,998.04,940.5
4,752.0

4,531.5

3,751.0
3,594.5

4,599.0

3,417.0
3,267.0

3,000.5

4,409.04,381.0
4,235.0

3,841.5

2,891.5



富山県内における障害者雇用等の現状（２）

一方、障害者手帳を持っている方は、約６0,000人
※令和７年３月31日時点



富山県内における障害者雇用等の現状（３）

まだまだ、多くの障害者の方が

県内企業でご活躍いただける

可能性があるのでは？



45.7% 54.3%

47.9% 52.1%

富山県内における障害者雇用等の現状（４）

県内企業に目を向けると、、、

障害者の雇用状況報告対象企業1,192社のうち、

➢ 法定雇用率未達成企業は５２．１％ 〔６２１社〕

⇒うち、337社（54.3％）が 障害者雇用ゼロ企業

※令和７年６月１日時点

■法定雇用率達成 ■法定雇用率未達成

■雇用あり ■雇用ゼロ



これまでの富山県の取組み

➢障害者雇用セミナーの開催 （対象：企業の経営者、人事・労務担当者等）

➢障害のある学生等の就職、定着支援

➢障害者やその家族、企業との交流会開催 etc...

障害者雇用セミナー 障害者、家族等と企業との交流会



県内企業における障害者の活躍推進に向けての課題（1）

課題①

経営者層への働きかけ、理解促進

• 障害者雇用ゼロ企業が54.３％であり、障害者雇用に
対する経営者層等へのさらなる理解促進が必要

• 県で実施する、障害者雇用セミナーの参加者が固定化
しており、採用方針の決定に関わる経営者層等への
働きかけが十分とはいえない状況



県内企業における障害者の活躍推進に向けての課題（2）

課題②

障害者の職業準備性

• 障害のある求職者の中には、生活習慣、コミュニケーション、
勤怠の安定、報告・連絡・相談などの職業準備性の向上を
要する方も多く、ハローワークから企業に紹介可能な人材
が限られている



県内企業における障害者の活躍推進に向けての課題（3）

課題③

法定雇用率の引上げ等に伴う
未達成企業の増加懸念

• 令和8年7月には、法定雇用率の引上げ、障害者雇用状況報
告の対象となる企業の範囲の拡大が予定されている

出典：厚生労働省公表資料



障害者の働く機会の増加 につながる実証実験プロジェクト

➢障害者 の社会人スキル及びデジタルスキル等の向上を図る

➢県内企業 における採用から定着までを一体的に支援

デジポックで募集したいこと

障害者の方が県内企業で自分らしく輝くことができる

ようになるためのプロジェクトを募集しています！！



県産材活用促進に向けた
多主体連携型の
需給調整業務の効率化

富山県 森林政策課 木材利用推進係



R３.10.1 都市の木造化推進法の施行

• 令和３年度、「木材利用促進法」が「都市の木造化推進

法」に改正

（対象が、公共建築物から、建築物一般に拡大）

• 都市部に高層木造ビルが建設

• 脱炭素社会、カーボンニュートラルの実現

のためにも、木材を都市で利用し、建物の形

での炭素固定をする必要

まち

神奈川県 大林組 11階建て

東京都江東区 タワマン 12階建て



富山県でも、木造の大型物件が増加

• 魚津市立星の杜小学校
建築基準法のH27改正後に可能となった

木造３階建て小学校の全国初の事例

• YKKパッシブタウン第５街区
北陸初の木造中高層集合住宅

• 使用したほとんどの木材がとやま県産材



とやま県産材
需給情報センター

• とやま県産材の需給情報を
ワンストップで提供

• 以下の４団体が協力し、大型物件への
木材調達をスムーズに行っている
• 富山県森林組合連合会

• 富山県素材生産組合

• 富山県木材組合連合会

• 富山県建築設計監理協同組合



県産材調達における課題

• 木材が建築現場で使われるまでに複数事業者が関わる

• 森林からの木の伐採～搬出

• 丸太を柱などの木材に製材

• 歪み等を防ぐために乾燥

• 現場ですぐ組み立てられるよう加工

• 使用するタイミングに合わせた納品

• これらの工程を複数社で分担して行っており、

それぞれの間で売買が行われている

• 富山県の素材（原木）生産量は、全国４０位

（雪国という気象条件、急峻な地形）



木材コーディネーターの活躍と課題

少数のキーマンが川上から川下までの複数事業者の進捗を

取りまとめ、情報共有をし納材調整等を行い、木材を調達。

• 業務が属人化しており、担当者への負荷が大きい

• 建築スケジュールの変更や、設計変更による追加部材の発生

等の際、迅速かつ全体最適な対応が困難

• これらの調整業務は県産材の価格には反映できていない。

現状

課題

木材コーディネーターの負担を
減らすソリューションを求めている



大型木造建築物の調達工程とスケジュール調整
例 YKKパッシブタウン

複数の業者からの調達状況管理

納材のタイミングに合わせた工程・
スケジュール調整



募集したい実証実験プロジェクト

• 大型建築物件における県産材納材の一連の工程において、

以下の仕組みを構築

• 納材調整の透明性向上

• 調整業務を担う関係者の負担軽減

• 具体的には

• 進捗状況、役割分担、変更情報

等を関係事業者間で共有・可視化を図る実証・実験プロ

ジェクト。

公平性・透明性・即時性をもつ
プラットフォームの提案



担当者が考えている具体例

• 誰（事業者：複数社）が何（例：スギ材で105mm×

105mm×3,000mm、含水率はSD20、機械等級区分E90の柱を

100本：ある程度の規格はあるが特注品も多い）を何日ま

でに、どこ（事業者：１物件では数社）へ納める。

というような情報を、事務局で必要数量を初期設定すれ

ば、各社が入力可能で、工程ごとの数量把握、進捗率等

が見える化されるようなもの？

• 現状のエクセルでの納材スケジュールや数量管理をオン

ラインでの共有等 維持管理費用が極力かからないシス

テムを想定



現在稼働中の県内の大型建築案件

• 富山県武道館

• PLAY EARTH PARK NATURING FOREST などなど

（複合型アウトドア施設）

これらの大型木造建築の木材調達工程に

あたって、木材コーディネーターの業務の一部分でも

負担軽減できる到達点を目指しています



富山県産魚の品質可視化
およびサプライチェーンの情報連携

を通じた付加価値向上

富山県 農林水産部 水産漁港課



スルメイカ

富山県の水産業について ～漁場～

富山湾は３層構造沿岸表層水
（河川由来の栄養豊富な水）

対馬暖流水
（暖かい水）

海洋深層水
（冷たい水）

・栄養豊富な水

・暖かい水

・冷たい水

富山湾は多様な水産資源を利用できる



市街地と漁場が近い 新鮮な魚介類の提供

定置網（赤枠）漁場図

富山市

滑川市

魚津市

射水市

高岡市

氷見市

富山県の主要漁業
（定置網等）

定置網

富山県の水産業について ～漁業～

（消費地）



漁業者の取り組み ～課題～

魚の品質を上げる取組み（付加価値向上）

・温度管理（氷の活用など）

・鮮度維持処理（脱血、神経締めなど）

魚種は豊富・地理的条件も良好

期待した価格形成には至らず

付加価値の向上に伴う適正な価格形成に向けた仕組み

県ではブランド化の
取組みも

ポテンシャルをもっと活かして漁業収益
を増加させたい

＜課 題＞



漁業者の取り組み ～仮説～

仮説：数値等の客観的なデータの提供（情報の信頼性UP）
⇒付加価値と価格の向上

【出典】水産庁HP

客観的な指標でおいしさを保証
平均単価（浜値）41.4％増

【出典】水産庁HP

※県内では伝聞や経験による情報共有が現状

静岡県の事例 三重県の事例



提案：デジタル技術を活用した客観的データの提供

漁
業
者

買
受
人
（
出
荷
業
者
・
加
工
業
者
）

産地
卸売市場

消費地
卸売市場

小
売
業
者
・
外
食
業
者

消
費
者

食
品
卸
売
業
者
等

卸
売
業
者
（
漁
協
等
へ
販
売
委
託
）

実証場所：船上～産地卸売市場

・流通のスタート地点
・最初に魚に値が付く場所

漁協
漁業者

買受人

＜ソリューションの例＞

・魚の成分値（脂肪量など）
・水揚時刻
・鮮度処理方法と時刻
・運搬温度 など

セリ前に情報提供

実証内容：

水産物の流通図



提案：操業と産地卸売市場の様子

定置網操業（AM3:00～4:00頃）

産地市場（AM5:00～6:00頃）

サワラ ヒラマサ・ブリ カツオ マアジ ヒラメ



目指す姿

漁協・漁業者

客観的データ付き

買受人

皆さまからのアイデアよろしくお願いいたします

高値買取

デジタル技術

必要最小限の作業
通常の漁労作業のみで
データ化される等

高品質な魚

外食業者
小売業者
消費者

高値買取

付加価値の
高い商品

モデルケースの構築

POINT



23Strictly ConfidentialStrictly Confidential 23

アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ
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アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ
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アジェンダ

本日のアジェンダ
開式のご挨拶
Digi-PoC TOYAMA概要説明
各担当者によるテーマピッチ
Q&A
閉会挨拶
県・市職員とのミートアップ
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県・市職員との交流会

６つのテーマそれぞれごとにブースを設置しております。
是非、ご興味のあるブースへお立ち寄り頂きコミュニケーションを実施頂ければと存じます。

1

【農林水産部水産漁港課】富山県産魚の
品質可視化およびサプライチェーンの情
報連携を通じた付加価値向上 

2

3

【商工労働部多様な人材活躍推進室】多
様な人材の活躍推進（県内企業における
障害者の活躍推進） 

4【地方創生局ワンチームとやま推進室】デジタル技術を
活用した地域資源（スキル・ニーズ）の可視化と、多様
な主体による共助型まちづくりエコシステムの構築 

5

6

【富山県警察免許センター】デジタル技術の活用によ
る多文化共生社会の推進 

【農林水産部森林政策課】県産材利用促
進に向けた多主体連携型の需給調整業務
の効率化

【高岡市福祉保健部】平時の見守りから災害時の避難
支援までつながる情報共有・更新・活用 

サイドもしくは広報の机に各テーマを提示しております
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